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何弓 まで続 くかと心配 を頂いた低温 セ ンターだよりも号 を重ねてはや6.号を迎 えることにな
り'ました。
編集業務 にもようや く馴れ、 円滑にセンターだよ りを皆様に齢届けで きる自信 も僅 かなが ら
得 られつつあるよ うに感 じてお ります。いつ も新鮮で魅 力的な中身の濃 いセンターだよ 珍をと
心懸けてお りますが,何 分 にも少数 の人間 が乏 しい知恵 を絞 って澄 りますので,そ ろそろ泉 も
枯渇 して くる頃であ り,斬 新 さが次第に失せつつある心配 もあります。
少々動脈硬化気味 の頭には,時 々刺激 を一与え るこ とが最上の妙薬 ですので,読 者諸氏から痛
覚 を強烈 に刺激 するような ご批判や,ホ ットでクールな ご提案 を どしどし寄せて頂 きたい と考
えてお・ります。
石油問題 に端 を発 した種 々の混乱 や暗いニュースが多い昨今,半 導体 中の トンネル現象 の発
見に寄与 された江崎博 士がノーベル物理学賞 を受賞 されたことは一 きわ光彩 をはなっ明るいニ
ュースでした。 トンネル現象は低温 とも極 めて密接な関係 にあ り,低 温工学の分野の研 究に た
ず さわ る者 に とって良い刺激であ りました。低温センターだよりを一層充実 させるため,編 集
委 員がより努力 しなければならないのは勿論ですが,読 者諸兄の一層のご協力,ご 援助 を診願
い します。
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